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病院版ＢＳＣ研究の主旨

ＢＳＣは病院の経営にとって有効かを検証
する

医療の質、経営の質

病院版ＢＳＣの試作版を利用することによ
り日本の病院におけるＢＳＣの検証

重要成功要因の検証と作成、病院属性による
違い、戦略マップの作成



病院版ＢＳＣ試作版の目標

学習と成長の視点

高い治療成果

成長性向上

内部プロセスの視点

生産性向上

費用の適正化

財務の視点

収益性向上

顧客の視点

適時の退院、新患の増加



病院へのＢＳＣの応用
事例：デューク小児科病院

ミッション
患者、家族、一次診療の医師に出来るかぎり最高で最も配慮
のあるケアを提供し、優れたコミュニケーションを行うこと

顧 客
患 者 一次診療の医師

・満足した患者(%) ・コミュニケーション
・推薦してくれる患 に満足した医師
者(%) (%)
・看護プランを明確 ・ＤＣＨの医師を識
にできる患者(%) 別できる患者(%)
・適時の退院

財 務

・業務利益率(％)
・患者１人あたりコスト
・新生児ケアからの収益

内部プロセス
待ち時間 品 質 生産性
・入院 ・感染症の割合 ・入院期間
・退院 ・血液培養組織の ・再入院率

汚染率 ・日々のスタッフ
・クリティカルパス 配置と占有
の利用(トップ１０) ベッド数

研究、教育
・成果連動型報酬制度 ・戦略的データベース
－意識 －利用可能性
－実行 －利用



戦略マップの構造
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戦略マップ例１（恵寿総合病院）
視 点 戦略目標 事後指標 事前指標
ミッション
の視点

ミッションの
達成を目指す

・患者に信頼される医療機関 ・地域社会から必要
とされる医療機関 ・経営活動の健全性の維持

業務利益率

財務の視点

いつでも新事
業を展開でき
るように、確
実に収益を確
保する。

学習と成長の
視点

経営ビジョン
の浸透と、ス
タッフの資質
の向上を図る

QCｻｰｸﾙ数・発表数

研修会・勉強会数・委
員会・企業との共同会
議等の回数

IT活用の状況･能力

人ベースのﾅﾚｯｼﾞﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄが浸透した組織文化
の達成

ITﾍﾞｰｽのﾅﾚｯｼﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄが浸透した組織文化

事故発生件数

診察の待ち時間

入院期間

ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ適
用数

ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ数

事故率
－％達成

平均待ち時間
－分達成

平均入院期間
－日達成

ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ率・適用率
－％達成

内部プロセス
の視点

リスクマネジ
メントを徹底
する

業務の効率化
を徹底し、生
産性を向上さ
せる。

患者・利用者
意識調査

介護サービス利用者

入院患者数

外来患者数

顧客数
－人／期間達成

顧客満足度
－％達成

ｺｰﾙｾﾝﾀｰ利用率

顧客のIT利用数
(お見舞いﾒｰﾙ･ﾒｰﾙでの
相談など)

顧客数
－人／期間達成

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新回数・
ﾒｰﾙ利用回数
－回／期間達成

顧客の視点

顧客満足を追
及し、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
イメージを創
り、定着させ
る。

より多くの顧
客を獲得する
。



ミッションの視点

視 点 戦略目標 事後指標 事前指標

ミ ッ シ ョ
ン
の視点

ミ ッ シ ョ
ン の 達 成
を目指す

・患者に信頼される医療機関 ・地域社
会から必要とされる医療機関 ・経営活
動の健全性の維持



顧客の視点

患者・利用者
意識調査

介護サービス利用
者

入院患者数

外来患者数

顧客数
－人／期間達成

顧客満足度
－％達成

ｺｰﾙｾﾝﾀｰ利用率

顧客のIT利用数
(お見舞いﾒｰﾙ･ﾒｰﾙ
での相談など)

顧客数
－人／期間達成

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新回
数・ﾒｰﾙ利用回数
－回／期間達成

顧客の視点

顧客満足を
追及し、ﾌﾞ
ﾗﾝﾄﾞイメー
ジを創り、
定着させる
。

より多くの
顧客を獲得
する。

視 点 戦略目
標

事後指標 事前指標

ﾐｯｼｮﾝの
視点



内部プロセスの視点

事故発生件数

診察の待ち時間

入院期間

ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ適
用数

ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ数

事故率
－％達成

平均待ち時間
－分達成

平均入院期間
－日達成

ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ率・適用
率
－％達成

内部プロセ
スの視点

リスクマネ
ジメントを
徹底する

業務の効率
化を徹底し
、生産性を
向上させる
。

視 点 戦略目
標

事後指標 事前指標

顧客の
視点



学習と成長の視点
視 点 戦略目

標
事後指標 事前指標

内部ﾌﾟﾛ
ｾｽ視点

学習と成長
の視点

経営ビジョ
ンの浸透と
、スタッフ
の資質の向
上を図る

QCｻｰｸﾙ数・発表数

研修会・勉強会数
・委員会・企業と
の共同会議等の回
数

IT活用の状況･能力

人ベースのﾅﾚｯｼﾞﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄが浸透した組
織文化の達成

ITﾍﾞｰｽのﾅﾚｯｼﾞﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄが浸透した組織
文化



戦略マップ例２

（診療単価のアップ）

（患者数のアップ）

（材料費の節減）

（経費の節減）

（給与費の節減）
基本理念
施設運営
に関する方針

「医療の質」
に関する事項

「経営の質」
に関する事項

（期間計画）

（個別計画）

（収入に関する事項）

（費用縮減に関する事項）

①資金調達計画
②返済計画
③PFIの導入

①柔軟な定員配置システムの導入
②手当の見直し

①高熱水費の削減（業務用季節別時間帯別電力契約の締結等）
②消耗品，印刷費及び重油等の購入努力
③業務委託の導入・拡大又は業務委託の見直し（業者の変更等）
④病棟集約による経費節減

①病床利用率のアップ
②平均在院日数の短縮化（病床回転率の向上）
③設備投資効率のアップ

①医薬品，医療用消耗器材費の購入努力・節減，在庫管理（中央管理）の徹底
②同種同効薬品等の整理
③後発医薬品の採用
④外部委託検査の院内実施（保険適用外検査の削減）
⑤価格調査（医薬品，医療機器等）
⑥材料費の節減と業務合理化（SPDシステム導入）

初診料紹介外来加算1～4
入院時医学管理加算
紹介外来加算
紹介外来特別加算
急性期入院加算
診療録管理体制加算
療養環境加算
精神科応急入院施設管理加算
特定集中治療室管理料
緩和ケア病棟入院料
手術前医学管理料
開放型病院共同指導料（Ⅱ）
薬剤管理指導料
検体検査管理加算（Ⅱ）
特殊MRI
放射線治療専任加算
入院時食事療養費（選択メニュー加算）

扶養手当
住居手当
通勤手当
単身赴任手当
調整手当
研究員調整手当
特地勤務手当
寒冷地手当
特殊勤務手当
俸給の特別調整額
超過勤務手当
宿日直手当
管理職員特別勤務手当
初任給調整手当
期末手当
勤勉手当
期末特別手当

①請求漏れ，査定減防止対策
②収入増加方策（各種施設基準の取得等）
③収納未済金発生防止対策・未収金回収方策
④医療機器の効率的活用

（治療内容）

（政策医療の実施状況）

（研究・教育活動）

（地域連携）

①治療成績（例：術後死亡率）
②看護力（例：褥創発生率）
③診療レビュー（例：剖検率）

①高度先駆的医療（例：高度先端医療経費対象技術数）
②モデル的医療の実施（例：実施件数）
③国際医療協力（例：臨床修練外国人医師の受入れの有無）

①研究活動（例：医療従事者1人当たり研究論文数）
②医療従事者の養成（例：臨床研修者の受入れ人数）
③職員・院外者研修実績（例：研究会開催回数）
④患者・家族教育活動（例：講習会の開催回数）

①機能連携（例：紹介率、逆紹介率）
②保健医療情報の提供（例：提供件数）

（リスクマネジメント）
①感染対策（例：院内感染率）
②医療過誤対策（例：インシデント・レポート）



成果尺度と成果の表現

ＢＳＣの成功へは、成果を皆がわかるよう
にしなければならない。

成果の表現は、戦略のナビゲータ的存在
でなければならない。



４次元マトリックス
平均在院日数

医師1人当たり患者数

新患比率 病床利用率



最終成果

病院ＢＳＣの重要成功要因と因果関係に
関するツールを作成

病院版ＢＳＣの事例集を出版



平成１５年度の予定

第１四半期
４月に参加病院を募集（後日郵送）

６月末日までに各病院のＢＳＣを作成

第２四半期、第３四半期
７月からＢＳＣを利用し各病院の目的達成を目指す。

四半期ごとのデータ収集。

第３四半期
３月末ＢＳＣの効果を測定

第１四半期
４～６月

第２四半期
７月～９月

第３四半期
10月～12月

第４四半期
１月～３月
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